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一般相対論とその応用

アインシュタインが提案した重力理論である一般相対論を基礎にして、
現代物理学の謎に切り込む研究をしたいと思っています。対象として
は、ブラックホールから初期宇宙・時空特異点・重力波・数値相対論など
なんでも興味があります。ここ１０年ほどは宇宙初期に形成された原始
ブラックホールを中心に研究してきました。最近は量子重力的効果を取
り込んだ漸近的に安全な重力理論における特異点解消と正則ブラック
ホール形成を示すなど新しい課題にもチャレンジしています。

漸近的に安全な重力理論での有効重力定数（実線）と有効
宇宙定数（破線）のエネルギー密度依存性。パラメータαの
値½, 1, 2によって振舞が定性的に変わる。(Harada, 
Chen, Mandal, PRD111, 126017 (2025))
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